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学学
びび
続続
けけ
るる
仕仕
組組
みみ
をを
構構
築築

時
代
の
変
化
へ
の
対
応
求
め
る

「
教
育
公
務
員
特
例
法
及

び
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
で
は
公

立
小
学
校
等
の
校
長
及
び
教

員
の
任
命
権
者
等
に
よ
る
研

修
等
に
関
す
る
記
録
の
作
成

並
び
に
資
質
の
向
上
に
関
す

る
指
導
及
び
助
言
等
に
関
す

る
規
定
を
整
備
。
任
命
権
者

は
、
校
長
及
び
教
員
ご
と
に

研
修
等
の
記
録
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
助

言
者
は
、
そ
の
記
録
に
基
づ

い
て
校
長
及
び
教
員
に
対
し

指
導
助
言
等
を
行
う
。

文
部
科
学
省
は
、
ペ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
等
の
た
め

の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開

発
。
現
在
、
次
の
よ
う
な
教

員
の
資
質
能
力
に
関
す
る
指

針
の
改
正
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
中
で
間
も
な
く
公

表
。

▼
公
立
の
小
学
校
等
の
校
長

及
び
教
員
と
し
て
の
資
質
の

向
上
に
関
す
る
指
標
の
策
定

に
関
す
る
指
針
（
改
正
案
）

＝
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど

の
人
材
育
成
の
役
割
、
今
後

特
に
求
め
ら
れ
る
「
ア
セ
ス

メ
ン
ト
能
力
」
（
様
々
な
デ

ー
タ
や
学
校
が
置
か
れ
た
内

外
環
境
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
収
集
・
整
理
・
分
析
し

共
有
す
る
）
や
、
「
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
な

ど
、
校
長
の
指
標
を
教
員
と

は
別
に
策
定
。

教
員
に
共
通
的
に
求
め
ら

れ
る
資
質
能
力
も
明
記
。

「
学
習
指
導
」
「
生
徒
指

導
」
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情

報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用

や
特
別
な
配
慮
・
支
援
を
必

要
と
す
る
子
供
へ
の
対
応
も

資
質
能
力
で
あ
る
と
し
、
管

理
職
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。

▼
研
修
履
歴
を
活
用
し
た
対

話
に
基
づ
く
受
講
奨
励
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
仮

称
）
（
案
）
」
＝
教
員
と
学

校
管
理
職
が
、
研
修
履
歴
を

活
用
し
て
対
話
を
繰
り
返
す

仕
組
み
を
構
築
。
学
び
続
け

る
教
員
を
伴
走
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
す
る
。
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
研
修
の
修
了
状
況
の

確
認
方
法
も
設
定
。

▼
指
導
が
不
適
切
な
教
員
に

対
す
る
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
定

案
）
＝
「
指
導
が
不
適
切
」

な
教
員
等
と
は
、
知
識
、
技

術
、
指
導
方
法
そ
の
他
教
員

と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
能

力
に
課
題
が
あ
り
、
日
常
的

な
児
童
等
へ
の
指
導
が
適
当

で
は
な
い
教
員
等
で
、
研
修

に
よ
り
改
善
す
る
可
能
性
が

あ
る
者
と
定
義
。
こ
の
資
質

能
力
に
は
「
新
し
い
教
育
課

程
へ
の
対
応
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
デ

ー
タ
の
利
活
用
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

等
へ
の
対
応
な
ど
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
身
に
付
け

る
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

▼
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
を
担
う
教
師
の
在
り
方

特
別
部
会
審
議
経
過
報
告

（
素
案
）
＝
教
職
員
集
団
の

多
様
性
が
必
要
で
あ
る
と
報

告
。
教
員
養
成
で
は
、教
員

の
基
礎
的
な
資
質
能
力
と
教

職
課
程
を
見
直
し
。特
定
分

野
に
強
み
や
専
門
性
を
持
っ

た
教
員
の
養
成
・
採
用
、教
員

養
成
大
学
・
学
部
、教
職
大
学

院
の
機
能
強
化
・
高
度
化
、教

育
委
員
会
に
お
け
る
大
学
・

教
職
大
学
院
と
の
連
携
協
働

の
促
進
を
検
討
す
る
。

社
会
人
も
積
極
的
に
採
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

教
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

は
受
験
期
の
早
期
化
や
ル
ー

ト
の
多
様
化
を
図
る
。

委
員
は
「
全
国
の
小
中
学

校
の
８
割
以
上
に
特
別
支
援

学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
支
援

教
育
の
臨
時
教
員
採
用
率
は

１６
・
９
％
と
高
く
、
か
つ
７

〜
８
割
の
校
長
が
特
別
支
援

教
育
の
経
験
が
な
い
。
正
規

採
用
後
数
年
間
は
特
別
支
援

教
育
を
経
験
す
る
、
管
理
職

任
用
の
際
特
別
支
援
教
育
の

経
験
も
考
慮
し
て
は
ど
う

か
」
と
指
摘
し
た
。

次次
期期
教教
育育
振振
興興
基基
本本
計計
画画

今
後
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に「
情
報
活
用
能
力
」を

現
在
進
行
中
の
第
３
期
教

育
振
興
基
本
計
画
の
最
終
年

度
と
し
て
、
目
標
ご
と
に
、

達
成
し
て
い
る
も
の
、
し
て

い
な
い
も
の
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
整
理
。

中
央
教
育
審
議
会
総
会

（
第
１
３
０
回
）
で
諮
問
を

受
け（
２
０
２
２
年
２
月
）、

次
期
教
育
振
興
基
本
計
画

（
２
０
２
３
〜
２７
年
度
）
に

つ
い
て
検
討
。
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
な
ど
「
デ
ジ
タ
ル
」
と

「
リ
ア
ル
」
の
最
適
な
組
合

せ
、
及
び
幼
児
教
育
・
義
務

教
育
か
ら
高
等
学
校
、
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門

学
校
、
大
学
院
ま
で
全
体
が

連
続
性
・
一
貫
性
を
持
ち
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教

育
や
学
習
の
在
り
方
、
多
様

な
教
育
デ
ー
タ
を
よ
り
有
効

な
政
策
の
評
価
・
改
善
に
活

用
す
る
た
め
の
方
策
等
、
今

後
５
年
間
の
教
育
政
策
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
と
主
な
施

策
を
示
す
。

教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
整
備
率
を
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
し
て
き
た
が
、
今
後

は
情
報
活
用
能
力
が
身
に
付

い
て
い
る
か
、
学
習
の
基
盤

と
し
て
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
、
そ
れ
に
よ
り
学
び
が
変

容
し
て
い
る
か
、
個
別
最
適

な
学
び
や
協
働
的
な
学
び
が

実
現
し
て
い
る
の
か
等
、
質

的
な
評
価
を
問
う
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
で
た
。

戸
ヶ
崎
勤
教
育
長
は
「
教

育
デ
ー
タ
利
活
用
は
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
進
め
て
き
た
事

業
。
デ
ー
タ
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
上
の
計
器
の
よ
う
な
も

の
。
経
験
、
カ
ン
、
気
合
の

３
Ｋ
か
ら
根
拠
、
検
証
、
科

学
と
い
う
新
３
Ｋ
に
よ
る
教

育
を
進
め
た
い
」
と
話
し

た
。教

育
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
に
よ
り
「
誰
１
人
取

り
残
さ
れ
な
い
、
子
供
た
ち

１
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支

援
」
、
「
Ｓ
ｕ
ｂ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
推
進
」
、

「
新
た
な
知
見
の
創
出
」
を

目
指
す
。

現
在
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
が
概

ね
終
了
し
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
年
度
内

に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
に
移
行
（
表

参
照
）
。

教
育
政
策
室
外
の
部
署
が

保
有
す
る
個
人
情
報
を
Ｄ
Ｂ

構
築
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
に
関
連
し
て
戸
田
市
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営

審
議
に
諮
問
、
承
認
を
得

た
。
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
、
新
個
人
情
報
保
護
法
を

見
据
え
た
運
用
の
見
直
し
も

進
行
中
。

■
不
登
校
の
予
兆
を

早
期
発
見

ま
ず
注
力
し
た
い
の
が
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
早
期
発

見
・
対
応
だ
。
不
登
校
が
顕

在
化
す
る
前
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

発
信
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
し
た
傾
向
を
デ
ー

タ
連
携
・
分
析
に
よ
り
早
期

発
見
、
対
応
。
さ
ら
に
こ
の

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
で

貧
困
・
虐
待
等
の
困
難
を
有

す
る
子
供
や
家
庭
へ
の
支
援

に
つ
な
げ
る
。

不
登
校
に
至
る
前
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
発
見
の
た
め
に
は
以
下
の

デ
ー
タ
を
連
携
す
る
こ
と
を

想
定
。
▼
長
期
欠
席
調
査

（
全
児
童
生
徒
／
毎
月
実
施

・
当
月
１０
日
以
上
の
欠
席
及

び
不
登
校
を
理
由
と
し
て
年

間
３０
日
以
上
の
欠
席
）
▼
県

学
力
調
査
児
童
生
徒
質
問
用

紙
（
小
４
〜
中
３
）
▼
授
業

が
わ
か
る
調
査
（
小
４
〜
中

３
）
▼
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

（
全
児
童
生
徒
／
出
欠
状
況

・
保
健
室
利
用
状
況
等
）
▼

学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
（
中

１
・
中
２
）
等

年
２
回
行
っ
て
い
る
「
授

業
が
わ
か
る
調
査
」
は
２０
年

間
継
続
し
て
い
る
市
独
自
調

査
。
今
年
度
か
ら
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で
実
施
。
学

校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
も
今
年

度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。

■
学
校
カ
ル
テ
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

学
校
カ
ル
テ
に
よ
り
困
難

な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
学

力
向
上
等
を
達
成
し
て
い
る

学
校
の
共
通
す
る
特
徴
を
分

析
。
各
校
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
等
を
考
え
て
い
る
。

想
定
し
て
い
る
連
携
デ
ー
タ

と
分
析
デ
ー
タ
は
次
。
さ
ら

に
研
究
を
進
め
る
。
▼
県
学

力
調
査
結
果
（
昨
年
度
）
▼

生
活
保
護
・
就
学
援
助
受
給

世
帯
率
▼
今
年
度
の
特
別
支

援
教
育
対
象
世
帯
の
割
合

（
以
上
、
学
校
・
学
年
・
学

級
レ
ベ
ル
。
個
人
情
報
を
含

ま
な
い
）
▼
県
学
力
調
査
結

果
▼
県
学
力
調
査
教
員
質
問

紙
▼
授
業
が
わ
か
る
調
査
▼

Ｑ
―
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
以

上
、
今
年
度
調
査
）
ほ
か

■
倫
理
面
を
配
慮

教
育
総
合
Ｄ
Ｂ
構
築
・
運

用
に
あ
た
っ
て
の
倫
理
面
で

の
配
慮
事
項
の
作
成
を
進
め

る
。
信
条
や
価
値
観
等
の
う

ち
本
人
が
外
部
に
表
出
す
る

こ
と
を
望
ま
な
い
内
面
の
部

分
を
可
視
化
し
な
い
。
保
護

者
か
ら
の
開
示
要
求
も
本
人

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

本
会
議
に
は
専
門
家
も
参

加
。
教
育
委
員
会
の
方
針
や

計
画
に
対
し
て
助
言
し
た
。

▼
当
日
配
付
資
料
＝http

s://www.city.toda.sa
itama.jp/soshiki/373/t
hinktank

―advisorybo
ard.html

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
第
１
３
６
回
）
で
は
、
次
の
議
題
に

つ
い
て
報
告
・
討
議
。
活
発
な
議
論
が
あ
っ
た
。
▼
教
育
公
務
員
特
例
法
及
び
教
育

職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
▼
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
を
担
う

教
師
の
在
り
方
特
別
部
会
に
お
け
る
審
議
経
過
等
、
▼
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
、

▼
不
登
校
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
書
、
▼
部
活
動
の
地
域
移
行
、
▼

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
に
向
け
た
学
校
教
育
の
在
り

方
に
関
す
る
特
別
部
会
の
審
議
状
況
等
。
審
議
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の
準
備
が
各
自

治
体
で
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
戸
田
市
教

育
委
員
会
で
は
早
期
か
ら
教
育
デ
ー
タ

利
活
用
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
今
年

度
は
「
デ
ジ
タ
ル
庁
・
こ
ど
も
に
関
す

る
各
種
デ
ー
タ
の
連
携
に
よ
る
支
援
実

証
事
業
に
よ
り
、
事
業
を
加
速
。
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
教
育
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
中
だ
。
７
月
２０
日
、
第

２
回
戸
田
市
教
育
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
公
開
。
全
国
の
市
区
町
村
教
育
委

員
会
や
首
長
部
局
職
員
を
始
め
約
２
０

０
人
が
傍
聴
し
た
。

データベース構築に向けたロードマップを構築

１．対象データ項目のリストアップ
２．各データのＩＤ整理
３．具体的な利用データを決定
４．各データの保存形式・保存場所・収集方法を整理
（紙の情報のデジタル化を含む）

１．各データのＩＤの紐付け方法の検討
２．データ連携のためのシステムやプログラムの検討
３．個人情報保護措置やアクセスコントロール、倫理面
の配慮事項の検討

４．インターフェースの検討
５．データ連携のためのシステムやプログラムの構築

１．不登校・いじめ等のＳＯＳの早期発見・早期対応
２．学校への継続的改善のためのフィードバック、よい
取組の可視化

３．課題の抽出、解決策の検討

課題を発見し、様々な方面から検証、解決したり、新し
い価値を構築したりする力を日常的に発揮できるように
するには、日頃から探究的な活動や課題解決学習に取り
組んでいることが必要だ。また、その課題を、よりスマ
ートかつ発展的に解決するために役立つものが STEAM
（Science/Technology/Art/Mathematics）の視点だ
理数の視点で探究する ３面
長年課題解決学習に取り組んでいる都立園芸高等学校
は、課題発見・解決・検証のため Iot 機器も導入。STEAM
教育を農業教育に活かし、都市型スマート農業をけん引
できる人材育成を目指す
産学連携でAI・Iot 人材を育む ４面
ｅスポーツを始めとするデジタル関連活動の活性化が求
められている。一方で国は運動部、文化部共に部活動の
地域移行を進めている。そのような中、若年層の学外に
おけるデジタル活動の活性化を目標に、一社・デジタル
人材共創連盟が設立した
学習者用デジタル教科書を活かす ５面
STEAM人材育成につながる学習者用デジタル教科書活
用とは。理科、算数・数学の学習者用デジタル教科書活
用を提案
数理科学はDXの原動力 ６面
数理科学は DX と新たな価値創造の原動力――モデル
化・シミュレーションとビッグデータ解析・AI による
推論の好循環で「予測の科学」を開拓する

「
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充

実
に
向
け
た
学
校
教
育
の
在

り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
」

で
は
「
教
科
書
・
教
材
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
在
り
方
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置

し
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
の

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
本
格
的
な
導
入
に
つ
い

て
、ど
の
教
科
・
学
年
か
ら
段

階
的
に
導
入
す
べ
き
か
等
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
配
信

基
盤
の
整
備
に
関
す
る
総
括

事
業
で
は
、
分
散
型
コ
ン
テ

ン
ツ
構
成
や
見
開
き
ペ
ー
ジ

ご
と
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
式

の
採
用
、
各
社
の
ビ
ュ
ー
ア

に
共
通
の
カ
ス
タ
ム
ツ
ー
ル

バ
ー
の
追
加
等
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。

６
月
１０
日
に
公
開
さ
れ
た

「
不
登
校
に
関
す
る
調
査
研

究
協
力
者
会
議
報
告
書
」
に

よ
る
と
小
・
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
調

査
開
始
以
来
最
多
（
１
０
０

０
人
あ
た
り
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
で
み
る
と
１
９
９
８

年
時
は
小
学
校
１０
人
、
中
学

校
４０
人
。
現
在
は
前
者
が
約

３
倍
、
後
者
は
約
２
倍
）
。

か
つ
９０
日
日
以
上
の
欠
席
が

５４
・
９
％
を
占
め
る
な
ど
長

期
化
傾
向
も
あ
る
。

不
登
校
の
早
期
段
階
に
お

い
て
、
教
室
と
は
別
の
場
所

で
個
別
の
学
習
支
援
や
相
談

支
援
を
実
施
す
る
た
め
の

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
充
実
。
一
部
の
学
年

を
対
象
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
全
員
面
接
。

問
題
を
早
期
に
家
族
に
相

談
で
き
る
割
合
は
低
い
こ
と

か
ら
、
１
人
１
台
端
末
を
活

用
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
状

況
や
気
持
ち
の
変
化
を
確
認

す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切

に
活
用
し
て
状
況
を
把
握
す

る
。

な
お
調
査
に
よ
る
と
自
宅

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用

し
た
学
習
活
動
を
指
導
要
録

上
出
席
扱
い
と
し
た
児
童
生

徒
数
が
２
０
２
０
年
度
は
増

加
傾
向
（
小
学
校
８
２
０
人

／
中
学
校
１
８
０
６
人
）
。

今
後
は
、
遠
隔
地
や
相
談
に

繋
が
り
に
く
い
児
童
生
徒
へ

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
・

体
験
活
動
、
相
談
支
援
等
を

一
括
し
て
行
う
「
不
登
校
児

童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
の
設
置
を
促
す
。

本
報
告
書
内
容
に
つ
い
て

委
員
か
ら
は
「
い
じ
め
と
不

登
校
の
関
係
性
に
つ
い
て
の

分
析
が
不
足
」
「
学
習
障
害

等
が
原
因
の
場
合
、
別
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
解
決
す
る
場
合

が
あ
る
」
と
指
摘
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
不

登
校
児
童
生
徒
の
実
態
調
査

に
つ
い
て
「
文
科
省
調
査
に

お
い
て
こ
の
回
収
率
は
異
例

（
小
６
＝
１１
・
７
％
／
中
２

＝
８
・
２
％
）
。
問
題
の
根

深
さ
の
表
れ
」
と
指
摘
し

た
。

本
年
４
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
が
で
き
る
不
登
校
等
児

童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通

称
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｔ
ｈ
／
グ
ロ
ウ

ス
）
を
開
設
し
た
さ
い
た
ま

市
の
細
川
教
育
長
は
「
ど
こ

と
も
つ
な
が
り
の
な
い
不
登

校
児
約
１
０
０
人
が
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
で
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
報
告
し
た
。

１
人
１
台
の
端
末
環
境
を

最
大
限
に
活
か
す
に
は
、
端

末
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
を

ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
情
報
端

末
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
授

業
と
家
庭
学
習
を
つ
な
ぐ
取

組
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

広
島
県
東
広
島
市
立
小
谷

小
学
校
（
山
田
隆
校
長
）
で

は
、
授
業
と
家
庭
学
習
を
つ

な
ぐ
「
ジ
ョ
イ
★
ス
タ
」
の

実
践
に
取
り
組
み
、
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実

を
図
る
。

「
ジ
ョ
イ
★
ス
タ
」
と
は

「
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
＝
つ
な
ぐ
」

「
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
＝
参
加
す
る
」

「
Ｊ
ｏ
ｙ
＝
楽
し
い
」
の
３

つ
の
「
ジ
ョ
イ
」
と
、
「
Ｓ

ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
＝
学
習
」
の
「
ス

タ
」
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ

る
。
授
業
と
家
庭
学
習
を
つ

な
ぐ
取
組
を
通
し
て
、
全
て

の
児
童
が
授
業
に
積
極
的
に

参
加
し
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
た
。

家
庭
学
習
に
お
い
て
、
次

時
の
学
習
内
容
を
自
分
の
ペ

ー
ス
で
予
習
す
る
タ
イ
プ

は
、
「
ジ
ョ
イ
★
ス
タ
Ｂ

（
Ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
）
」
と
し

た
。
予
習
す
る
こ
と
で
授
業

の
中
で
自
信
を
も
っ
て
他
者

と
関
わ
り
、
学
び
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
教
師
が
学

習
状
況
を
事
前
に
把
握
で

き
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た

手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。
「
ジ
ョ
イ
★
ス

タ
Ａ
（
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
）
」

は
、
復
習
タ
イ
プ
の
内
容

だ
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

家
庭
学
習
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
場
を
設
定
し
、
学
び
が

よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
。

小
谷
小
学
校
で
は
、
こ
れ

ら
の
実
践
を
通
し
て
、
「
分

か
っ
た
」
「
で
き
た
」
を
実

感
し
、
主
体
的
に
学
び
続
け

る
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

家庭で書いたノートを教室で発表する場面

ジョイ★スタＡ（After）
復習タイプの内容

・授業で学習したことを保護者
に伝える。

・板書やノートの画像を見て振
り返る｡

・振り返りを児童間で交流す
る。

・学んだことを家庭で実際にや
ってみる。

・授業での疑問をさらに調べ
る。

ジョイ★スタＢ（Before）
予習タイプの内容

・学習課題から自分の考えをまと
める。

・動画等を繰り返し視聴し練習を
する。

・新しい知識や技能を動画等で確
認する。

・アンケート等を実施、実態を把
握する。

・課題解決のために必要な情報を
集める。

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

第１月曜日発行

次の未来を引き寄せる
ＳＴＥＡＭ×探究学習
次の未来を引き寄せる
ＳＴＥＡＭ×探究学習
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
も「
教
員
の
資
質
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
も「
教
員
の
資
質
」

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

研
修
履
歴
の
記
録
を
義
務
化
教
員
が
自
ら
の
学
び
を
構
築

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

２
０
２
４
年
度
は
一
部
教
科
か
ら

一
部
学
年
で
Ｓ
Ｃ
が
全
員
面
接

一
部
学
年
で
Ｓ
Ｃ
が
全
員
面
接

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

設
置
を
促
す

小
さ
な
サ
イ
ン
を
科
学
の
視
点
で
見
つ
け
出
す

（１） ２０２２年（令和４年）８月１日（月曜日）

戸田市戸田市教育総合データベースを構築教育総合データベースを構築

デジタル庁事業でデータ連携
第２回会議をオンラインで公開

教育マルチメディア号

kks＠kknews.co.jp

創刊 昭和３６年７月 Ⓒ教育家庭新聞社 １部 ４８０円

発行所＝〒111-0053東京都台東区浅草橋3-1-8
T E L：０３（３８６４）８２４１㈹
F A X：０３（３８６４）８２４５
郵便振替口座 １３０９ー５３６９３

https://www.kknews.co.jp/

☎０３（３８６４）８２４１ Eメール

教育家庭新聞社
購 読 申 込 み

ホームページ

東広島市立小谷小学校東広島市立小谷小学校

教員研修
授業活用

教員研修
授業活用

⑭ジョイ★スタで授業と家庭学習をつなぐ⑭ジョイ★スタで授業と家庭学習をつなぐ

連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！


